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審議会の会議結果報告 

１ 会 議 名 第４回一志地区地域審議会                  

２ 開 催 日 時 
平成２４年８月１７日(金) 

午後１時３０分から午後３時まで           

３ 開 催 場 所 一志総合支所 ２階 第１会議室 

４ 出席した者の氏名 

（一志地区地域審議会委員） 

井上 勝司 中川 諭 豊田 千春 前山 則子 齋藤 宗和 

佐々木和夫  竹内 礼子  木下 智子  田中 芳  中川 正治 

大市 尚則  庄山美保子 前川 昭    

（事務局） 

市長                     前葉 泰幸 

一志総合支所総合支所長            田端  稔 

一志総合支所地域支援員            橋本  宏 

一志総合支所副総合支所長(兼)地域振興課長   後藤 佳基 

一志総合支所市民福祉課長           田中  宏 

一志総合支所地域振興課危機管理担当副参事   中廣 保治 

一志総合支所地域振興課産業振興環境担当副参事 水本 明廣 

一志総合支所地域振興課調整・総務担当主幹   前田 博之 

一志総合支所地域振興課担当主幹        森田 徹 

一志総合支所地域振興課担当副主幹       辻村 尚美 

政策財務部長                 盆野 明弘 

政策財務部次長                松本 尚士 

政策財務部地域政策担当参事          南浦 康人 

製作財務部地域政策課長            北川 良治 

政策財務部政策課調整・政策担当主幹      濱田 耕二 

教育委員会事務局一志事務所長         滝 加寿代 

５ 内 容 

１ 津市総合計画後期基本計画策定に係る意見・提言（案）に

ついて 

２ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍 聴 者 の 数  １人 

８ 担 当 

一志総合支所 地域振興課地域振興担当 

電話番号  059-293-3000 

Ｅ-mail   293-3000@city.tsu.ig.jp 

 

 

地域振興課長    それでは、定刻となりましたので、ただ今から第４回一志地区地域審議

会を始めさせていただきます。本日は大変お暑い中またお忙しい中、委員

の皆様にはご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 
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開催にあたりまして、会長よりご挨拶をいただきます。 

 

井上会長      みなさんこんにちは。皆様には、残暑厳しい中全員がご出席というこ

とで、誠にありがとうございます。また、本日は、前葉市長におきまし

てもご多用の中ご出席いただいております。また、先日、真夏の夜の一

大イベントでありますロンドンオリンピックが終わり、結果、吉田沙保

里さんの３連覇が達成されまして、一志地域、そして津市全体に大きな

感動と元気をいただきました。 

          さて、本日の審議会、前回皆様方からのご提案に対しまして、肉付け

をしてまとめていただくことにあります。この地域の将来像、方向性と

いった大きな視点でご協議の程よろしくお願い申し上げます。以上です。 

 

地域振興課長    ありがとうございました。それでは続きまして、市長よりご挨拶申し

上げます。 

 

市 長       みなさんこんにちは。一志の地域審議会の皆様方には一志地域の活性

化に向けて様々なご議論をいただいております。まずもって厚く御礼申

し上げます。真夏の夜の夢が夢に終わらず本当に良かったなということ

で、すばらしい一志のみなさんの力強いご支援のおかげで吉田選手見事

にやってくださいました。本当にこの地域の熱い想いを受け止めていた

だいた彼女が、公約どおりといいますか言っておられたとおりきちんと

やるというのは本当に、彼女の行動の有言実行、これはもうプロフェッ

ショナルだなと本当に思いました。すばらしいことだと思っております。

一志の地域のみなさんの温かい雰囲気を、隣の農村環境改善センターで

作っていただきましてありがとうございました。一志農村環境改善セン

ターという名称が全国的にも有名になりました。名称といえば、今度、

吉田選手の顕彰、称えること、市民の想いを一番込める方法は何かとい

うことを真剣に考えまして、市民特別栄誉賞というのを２連覇の時、北

京の時にお贈りしたのですが、もう一回贈るということも考えたのです

が、それよりも今建設準備中の屋内総合スポーツ施設、こちらに名前を

付けていただこうということで、「吉田沙保里アリーナ津」とかなんで

もいいのですが、そういうような命名をしていただこうと考えまして、

そのように準備をいたしております。この件は、大変インパクトが強か
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ったようで、悪ノリという若干冷やかし気味の取材もあるのですが、概

ね良好な印象を持っていただいておりまして、全国ベースでいえば、み

のもんたの「朝ズバ」だとか、その翌日は、メーテレの「ドデスカ」な

どの朝の番組にしょっちゅう取り上げていただいておりまして、やはり

市民の本当に彼女を尊敬し、彼女の力強さ美しさを今の感動を後に伝え

ていきたいと思ったならば、それは一つのいい表し方ですねというマス

コミのコメンテーターさんからもご意見をいただいておりますので、ぜ

ひこれで実現をしたいなというふうに思っております。今、お国入りの

ことを調整中ですので、できれば一志から入っていただいてそして津全

体でお迎えするような何かそういう形がいいかなと私は考えております

が、これから調整をしていただくということになっております。 

          さて、吉田選手の話はさておきまして、地域審議会で総合計画に向け

てのご審議をいただいておるんですが、実は、手元に青い紙をお持ちい

たしたわけですが、こういうことで私としては、これは津市総合計画審

議会に対しまして、７つポイントをお願いをしてご審議をいただいてお

ります。その総合計画審議会の中では、まずは、合併後１０年でやると

いうことをどういうふうにできてきたのかの確認、検証をするわけでご

ざいます。その前提として総合計画が平成２０年から１０年間の計画で

進んでおりますので、この基本構想を尊重した後期基本計画と申します

のは、基本構想が１０年間でできあがっております。今から後半５年間

の部分を基本計画で変えていただくわけですが、これをしっかりと全体

１０年間の流れを止めないでやらせていただくということをお話しさせ

ていただきました。そして、一番大きな３番目と４番目が今日のポイン

トでありますが、地域課題への対応、それから社会経済情勢の変化への

対応、ということであります。地域課題というのは、地域において様々

に抱えておられる課題というものがございます。これに、津市の行政と

してきちんとやるべきことができているかどうか、そしてまだまだこれ

からやってもらわないといけないぞというものがあれば、それが何なの

かということをしっかり捉えさせていただきたいと、こういうことでご

ざいます。そのためには、社会経済情勢がだんだん変わってきておりま

すので、そのことへの対応も考えていかなければいけないだろういうふ

うに思っております。例えば、平成１８年、２０年の時点でこの総合計

画の議論をしておりますから、当然、東日本大震災が起こっていなかっ
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たわけで、東日本大震災を踏まえた防災対策の強化というのは、これは

その後起こっておることでございまして総合計画ベースでは今回初めて

出てくるわけでございます。したがってそういうこともどう書き込むか

ということが当然出てまいります。ただ一志地域の課題でいえば当然の

ことながら農業の取り巻く環境もその後どんどん変わってきております

し、それから、これも当然のことながら高齢化が進んでおる。さらには、

地域のコミュニティのあり方が変化してきておると、こういう中でどう

いうふうに考えていくんだろうかということを、この時点でしっかり見

直そうという意味も込めております。合併後１０年でやるべきとしてい

たことの確認と検証という２番目のところは、これは、一志町時代に議

論をしていただいておったことが、新市になってきちんと引き継がれて

いて、そしてそれが確実に形になっているかどうかということも議論の

対象になるわけでございます。また、地域審議会が、旧市町村単位で設

置をされておる、そして、その地域審議会がこの新しい、新市まちづく

りをしっかりと見ていただいて検証していただき、ある種監視もしてい

ただき、そして評価もしていただいておるということの大切なお役割の

一つであろうかと思っておりますので、この審議会でご議論いただくこ

とをしっかりと総合計画審議会の方で受け止めていただくということ、

これは総計審の武田会長さんにも２、３日前にお話ししましたが、ぜひ

そうしたいとおっしゃっておられますので、地域審議会のご議論をしっ

かりと総計審に伝えていただき、それを私が受け止めさせていただいて

後期基本計画に反映させていくということになろうかと思っております。

よくこういう計画作りは、計画のための計画、議論のための議論という

ふうな危険が流れることがあるんですが、私はこれは非常にいい機会だ

と思っておりまして、合併後７年目のところでしっかりと今までやって

きたこと、それからこれからやるべきことを見つめ直すという絶好の機

会だと思っております。これがあれば行政も津市当局もそこをある種、

受け流したり忘れたふりをしたりすることができないという意味ででも

非常にいい機会だと思っておりますので、ぜひ、地域審議会で積極的な

ご意見をいただきまして、そして私もそれをしっかりと受け止めさせて

いただくという形で進めていただきたい、こういうふうに思っておりま

す。会長さんには大変お世話になりますが、よろしくお願い申し上げま

す。 
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地域振興課長    それでは、地域審議会の設置に関する協議第９条第５項の規定によりま

して、会長に会議の議長となっていただきますので、議事の進行をよろ

しくお願いしたいと存じます。 

また、会議は公開で行うものとなっておりまして、会議の議事録は津

市のホームページ上でも公開されますのでご了承いただきたいと思いま

す。なお、本日の傍聴の方はお１人様でございます。それでは、会長よ

ろしくお願いします。 

 

井上会長      それでは、規定によりまして議長を務めさせていただきます。議事進行

につきましては、皆様のご協力方をよろしくお願いいたします。 

本日は、欠席の委員さんはみえません。出席者は１３人で、地域審議

会の設置に関する協議第９条第４項の規定により、当審議会は成立して

おりますことをご報告いたします。 

続きまして、本日の会議録の署名委員でございますが、木下智子委員、

田中芳委員のお二人ですのでよろしくお願いいたします。 

それでは、議事に入りたいと思います。本日は、市長にお越しいただ

いておりますが、公務の関係から１時間ほどで退席していただきますが、

せっかくの機会ですので、この時間を有意義なものにしていきたいと考

えておりますのでご協力の程お願いします。 

また、会議は全文記録となりますので、ご発言の際には、挙手をして

いただき、お近くのマイクを使用してご発言をいただきたいと思います。

 それでは、事項１の「津市総合計画後期基本計画策定に係る意見・提

言（案）について」、事務局から説明をお願いします。 

 

地域振興課長     事項１の「津市総合計画後期基本計画策定に係る意見・提言（案）に

ついて」説明させていただきます。 

         前回の第３回地域審議会で、委員の皆様から後期基本計画策定に係る、

一志地域の意見・提案等についてたくさんのご意見をいただきました。

今回は、それらを踏まえ、後期基本計画に記載すべき一志地域の将来像、

方向性についてご審議いただき、意見・提言等をまとめていきたいと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。本日配布させていただい

ております資料、事項書と別紙１となっております。その中の別紙１を
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お願いしたいと思います。 

前回の地域審議会で、各委員様からいただきましたご意見・ご提案等

を事務局の方で大きく３つに分けさせていただきました。 

１つ目は、「とことめの里一志周辺整備事業の推進」です。 

 とことめの里一志周辺をわが町の中心的エリアとして整備をしていく

というものです。周辺の市有地を含め、憩いの場として温泉と四季の花

をアピールして集客を図り、また、防災施設の拠点としていき地域の活

性化を図るという事でございます。 

２つ目は、「災害に強いまちづくり」として、自主防災組織の強化を

図り、震災・水害に対応できる組織づくりをしていく。 

また、水害が懸念されるわが町の河川対策や、防災施設の拠点・避難

所の見直し等を進めていく事でございます。 

３つ目に、「農林業の活性化」として、認定農家を育成し、地域で取

り組む集落営農の推進を図ること。そして問題になっております獣害対

策に取り組む事でございます。 

以上の３つに大きく分けさせていただきました。 

          これらを踏まえ、一志地域が目指す将来像について、ご審議いただきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

井上会長      それでは、今説明がありましたように、本日の審議会で、一志地域の意

見・提案をまとめていきたいと思います。一志地域の将来像、方向性と

いった大きな視点での議論をお願いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは、１つずつ協議していきたいと思いますので、まずは（１）

の「とことめの里一志周辺整備事業の推進」について皆様方のご意見を

伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

中川（正）委員   中川でございます。先般も会議で申しあげましたが、一志町の中心とい

うのは、すでにとことめの里に移っていると思います。流れとしては安

芸美の流れと一志の谷の流れとのルートで一志町を通って白山・美杉と

いうルートでいくならば、そこで一志町の拠点となるとことめの里を重

点的に将来計画をしていかないとだめだと思って提案させていただいて

おりますし、町のときに買い上げた大きな土地が遊んでおります。あれ
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を有効に使いながらしていかないと宝の持ち腐れですし、どうしてもあ

そこが拠点の位置づけをどうしていくかが、我々審議会の押し迫った問

題だと思っております。それから、ここにも書いてありますが、芸濃の

方に桜祭り、美杉の三多気の桜とありますが、一志町もかなり良くなっ

てきた温泉の桜を桜祭りと位置づけながら温泉利用していただいて、そ

こでふるさとのお土産や物産品の販売をしていただけるそういう総合的

なエリアとしてご提案したいと思います。そして、とことめの里入口の

消防機能も老朽化していますし、あそこの位置には学校もありますから

出動の時に危険な観点から、広場などいい案があればいいのになと思い

ます。 

 

井上会長      ありがとうございました。今、中川委員から遊休地の活用とか桜祭りと

か消防庁舎の改善とか色々とことめの里周辺についてご意見いただきま

した。他の委員さん何かございますか。齋藤さん何かございませんか。 

 

齋藤委員      齋藤です。中川さんからご提案がございましたが、それに加えまして、

集客しようと思うと、ある程度の駐車場が必要だと思っております。消

防署近くの山林をもう少し買い上げ整備して、もう少し施設を増設して

はどうかなと思っております。 

 

井上会長      ありがとうございました。この（１）の件につきまして他にご意見・提

案等はございませんでしょうか。 

 

中川（正）委員   市長さん来ていただいているのでいい機会ですが、２６年に学校の統合

が計画されております。すでに高岡小学校のスペースの駐車場では父兄

参観や行事等にも駐車場がございませんし、統合すると波瀬や大井やか

なりの車が増えます。その確保は、総合的に地域の将来像の中に含めて

いって開発していかないと、「思いつき思いつき」でやっていったので

はいいものはできないと思います。やはり総合計画で、この計画は５年

間で２６年の統合までにやっていくんだというようなものをしていかな

いと、２６年が来て「はいここで借りましょう。」「ここに作りましょ

う。」「でも増えてきただめだ。」など文字のひっつけ合いみたいな事

業をしていたのではいけません。やはり１０年先２０年先を見据えた思
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いきった事業、生徒数が多くなろうが少なくなろうが拠点とした位置づ

けをした方がメリットがでると思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。他にございませんか。豊田さん何かござい

ませんか。 

 

豊田委員      豊田でございます。確かにとことめの里を中心にした地域開発といいま

すと大変なことと思いますが、やはりここは文化・福祉・教育の３つが

中心となっているようなところではないかと思いますので、先程、中川

委員がおっしゃいましたように小学校も含めた地域を考えなければいけ

ないと思います。ではどうするんだということを一度、私どもの頭では

浮かびませんのでコンサルタントとかからそういう方々に意見を伺って、

これからどうしたらいいのかという話をコンサルティングしていただく

と、そういうことをしていくのも必要なのではないかと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。豊田委員さんの方から、一志の中心的なエリ

アとして、小学校から体育館等を含めた全体的なことを、将来を考えて

コンサルティングしてもらったらとすばらしい意見がありましたが、こ

の辺事務局の方で返答できるところがありましたらお願いします。 

 

支所長       事務局ですが、今、中川委員さん、それから豊田委員さんからもいろん

なご意見をいただいておりますが、とことめの周辺につきましては、今、

体育館の横に５,８００㎡の土地があります。この土地をどのように地域

のために活用していくかということでいろんな意見が出されておると思

います。当然合併の２０事業の一つにもこのとことめの里周辺整備事業

ということで、この５,８００㎡の有効利用をなんとか地域のためにして

いただきたいという形で新市に送っております。今、みなさんにいろん

な意見をいただきながら総合支所としても上げていきたいと思っており

ます。 

 

井上会長      ありがとうございました。事務局の方から期待の持てるご返答をいただ

きました。他に（１）の件でご意見・ご提案がございましたらお願いし

ます。 
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庄山委員      庄山です。団地に住んでおります。一時あの場所に葬祭が持ち上がった

ことがあったのですが、それはもう地域の人たちが暗いことは嫌という

ことでなくなったのですが、私は、体育館も大会などで利用させていた

だいているのですが、先程も話に出ていますように何か施設を作るには

駐車場が絶対的に必要だと思います。大会を持つ時には何人か駐車場係

を配置していますが、きちんと停めていただくならいいのですが、勝手

に停めていただくと３分の１ぐらいあぶれてしまいます。高岡小学校で

してもやはり足りないので、体育館の横には絶対的に駐車場は必要だと

思います。そして、大きな施設を建てる時は、駐車場を共有できる建設

の仕方というのは考えられないのかなと思います。体育館ができた時に

駐車場はどうするの？とすぐに思いました。あの土地はもともと町の土

地ではなかったですから、これだけのところで駐車場はどうするのだろ

うということをすぐに思いました。たとえば休みの時に大会があるのだ

ったら土地は高くても支所の近くに体育館を建てれば、支所の駐車場は

利用できるし駅からも近いのになと、体育館を建てた頃に思いました。

そういうふうなあちこちに施設を作るということも地域活性化のために

とても大切なことかとも思いますが、そういう普段は空いているけどあ

る時たくさんいる駐車場のようなものをうまく活用できるような建設の

仕方を考えてほしいと思います。一志中学校は、とことめの里の休みの

火曜日に駐車場をお借りするために行事をしていると思います。そうい

うことを考えていただきたいということ。それから、今一番新しい設備

を導入しても、１０年後には古くなるので、できたら今、高岡小学校も

再編を考えていただいていますので、バリアフリーであるとか、障がい

者用のトイレであるとかいろんな面でお年寄りでも利用できるようにし

てほしいと思います。本当は、体育館や学校で行事をしていても見えな

い小学校なので、山の上ではなくてもっと平地にあるといいなと思いま

す。電気がついているから何をしているんだろうと思えない場所にある

のが非常に残念です。体育館が建った時も県下で有数の広さのあるフロ

アの体育館を作っていただいたのですが、すごくもったいないかなと思

います。今、高岡小学校に合併することになったのですが、見える小学

校、地域から見える小学校になればいいなと思います。 
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井上会長      ありがとうございました。今、庄山委員の方から遊休地、体育館横の駐

車場のこととか、高岡小学校のバリアフリー等々の意見がでましたけれ

ども、みなさん遊休地の活用について色々なご意見があろうかと思いま

すがその辺につきましてもありましたらお願いします。 

 

中川（正）委員   あそこは、私は、緊急用の防災ヘリ基地でもいいかなと思います。一志

は、災害がたくさんありますのでいいのではないかと思いますのですが、

今市長さんが言われるように地域のみなさんの合意を得られないとヘリ

基地でもできないとは思うのですが、あれは普段は使わないのだから、

今、庄山委員が言われるように間は駐車場でも、ヘリの場所だけ確保し

ておけばいいのだからそこら辺も含めた計画をしてはどうかと思います。

豊田委員がいいましたが、我々の考え方は簡単な考えですが専門家を入

れて、こういうふうにしてすればできるではないかというものをすれば

どうかなと考えていました。 

 

井上会長      中川委員から防災基地を考えてみてはというご意見ですけど、大市委員

なにかございますか。 

 

大市委員      大市でございます。先程からいろいろ言われておりますが、私は一志中

学校へは通算３回の１４年勤めさせていただきましたので、今言われた

とおり、なかなかできた当時、確か新聞に載って三重県１校地が広い中

学校ということでしたが、その後消防署に取られまして、給食センター

に取られて、西の方は道路の拡張に取られましてだんだんと中学校の校

地が減っていったわけでございます。私は小さい時から少し離れた所に

住んでおりますので、今の中学校のプールの辺りがはげ山になっており

まして松茸を両手に採ったということを覚えておるわけなんですが、そ

んなことはさておきましても、非常に土地としてあるのですが、これを

先程来から言われておりますように、中学校と小学校の間も本当に近い

ですが崖があり、なかなか自動車で通ろうと思うと大変な、山林を抜け

てということになりますし、日頃あそこは痴漢が出たりするなど安全が

心配だということで、中学校と高岡小学校の間もあまり行き来しており

ません。道路も安全な道路を付けていただいたり、もう少し長期的な計

画を持って統一的に開発していただきますともっともっとよくなるので
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はないかと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。では、中川さんお願いします。 

 

中川副会長     中川でございます。話は戻るかもわかりませんが、とことめの里は、市

外の方、町内の方いわず、一志町のメインの集客施設であるということ

はみんな知っていると思います。あそこができてもう１５年ぐらい経ち

ますかね。当初の目的は一応達成したと、当初の目的の施設は達成した

と、ではその次どうするんだということについては議論されてないよう

に思います。だからこそ、市長が最初に言われましたように社会行政が

変わってきている、変化しているということが必ずあるわけですから、

豊田さんも言われましたが、我々ではできない、この市場の環境を読む

ということは無理だと、お金がありませんから。それで、専門のコンサ

ルタントにお願いして、これから先、はたして、例えばとことめの里に

投資をすることが本当に妥当なのかどうか。開ける展望があるのかどう

かということをやはり専門家に委ねて、それを受けて我々としては判断

する必要があるのではないかなと思っています。ですから、遊休地もそ

うですが、とことめの里周辺として、あそこを主とするならば一志町の

中に主・従という関係を各地域にどう持たすのかというプランも書ける

と思っております。それをしないと、つぎはぎだらけの内容になってく

るのではないかと思いますので、このコンサルタントのことにつきまし

てはもう３年ぐらい前から一応お願いをしておるわけでございますが、

なかなかそれが達成できないといいますか、調査にかかっていただけな

いところがあるので、本当に風呂の経営がこれからもいけるのかいけな

いのか、同業他社が出てきた時に、一発で潰れるという内容の顧客に対

するサービスではあかんというふうに思います。ですから、そこら辺の

同業が出てきた時どうなるんだということも加えてぜひコンサルタント

を入れて、実際の市場はどうなんだ、その内容でもって地域が判断をし

ようという手順を踏んでほしいというふうに思いますし、過去何年間か

このようなテーマが上がってきておりますが、今年度今年度だけで終わ

っておる、それが非常にはがゆい感じがしております。だから、一番最

初の時が５なら、５・１０・１５という数字的なものを積み上げて、こ

ういう流れがきておるんであればいいんですが、どうしても言葉で来て
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おりますので、実際に数字が実際について来ていない、例えば集客をす

るならば初年度は１,０００人だったと、それが１,２００人１,３００人と

徐々に増えてきたと、そしてこのよう変化があったと、そのような数字

で評価をするということをもう少し取り入れていただかないと口だけで

評価や議論をするのは間違いだと思いますので、そこら辺もぜひ考えて

コンサルタントを入れて展望を見ていただきたいというふうに思ってお

ります。 

 

市 長       少しよろしいですか。その辺ご指摘のとおりで、私も民間にも勤めてお

った経験もありますので、直感的に、ここの経営はどうなっておるんだ

ということを思ったわけです。そこでとことめの経営分析についてはご

指摘のような経営コンサルタント的なものほどもいってはいないのです

が、内々に独自に数字を分析させています。どうしてそういうことをし

ているかというと、隣の榊原の「湯の瀬」、これがもっと古いわけです。

経営上は昔の方が多くて今はちょっと減ってきているということで、と

ことめができたから減ったという噂もありますが、先に厳しい状況にき

ているわけです。今のまましていても仕方ないと、しかしながらこれは

とことめも福祉施設を併設しているということですが、湯の瀬は福祉施

設としては作ってはいないのですが、事実上かなり高齢者の方々のある

種お楽しみいただく場所としては、とことめも年間券、湯の瀬は回数券

をご利用の方が多いということで、いわゆるリピーターが多いわけです。

固定のお客さんが多いということです。そうすると、こういう施設を今

後どうしていくのかという時に、結局は今までの一志町役場丸抱えの経

営ではなかなかできなくなってくるので、どの部分をどういうふうに民

間の知恵を借りて、あるいはもう民間にゆだねてリスクも取ってもらっ

てやっていくかという、いわゆる経営の手法のところはかなり研究をし

ております。そして少しいい案が出てきたら、「それに思い切って変え

ていこうや。」ということを支所長に指示をしております。ご心配の向

きはよくわかりますので、それはとことめの里本体の経営そのものはし

っかりとこれからも見据えてやってまいりますので、ある程度整理がで

きたところで情報をしっかりと示し公開をして、そしてまた地域のみな

さんにご議論いただくということでやっていきたいと思っております。

まったく進んでないやないかというお叱りもそのように映っている部分
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があるとしたら、それはそれできちっと受け止めてもう少しスピード感

覚を研ぎ澄ませてやっていきたいと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。（１）の項ですが他にご提案ご意見はござい

ませんでしょうか。 

          では、また案が出ましたら最後にまとめということで出していただき、

次は、（２）の「災害に強いまちづくり」について、みなさんからご意

見・ご提案をいただきたいと思います。 

  豊田委員お願いします。 

 

豊田委員      豊田でございます。この自主防災なんですが、今年度は何かソフトで

５万円の補助金がいただけるということで、そういうことを行ったら補

助を出していただけるということがございますが、実は、私は自治会長

をしておるんですが、この自主防災組織というのは合併の時にただ組織

だけを作った。組織を作っただけで魂が入っていないんです。やはり、

自治会に付随した組織だけでございまして、一生懸命してくれていると

ころもあるのですが、ほとんど８割９割はただ絵に描いたもちだという

ことでございますので、やはり、一度自主防災組織の強化と簡単に文書

で表せますが、今一度自主防災について底辺から組織を作っていかない

と、ただ自主防災自主防災と言っていますがなかなかそこら辺は定着は

してこないというふうに思いますので、自主防災について考え直す時期

が来ているのではないかと私は思いますが、みなさんのご意見をいただ

きたいと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。豊田委員の方から、自主防災組織について見

直して、あるいは考え直してはどうかというご意見ですが、それに関連

しまして、当然三列島地震が控えておりまして震災が起こった場合はご

承知のように自助共助が根底にあることはいうまでもありませんが。こ

の防災組織というのはあくまでも名前だけで、前回も佐々木さんの方か

ら自主防災組織の活性化に向けた支援、行政から支援をしてほしいとそ

のようなご意見をございましたけど、佐々木さん一つそのあたりの説明

をお願いします。 
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佐々木委員     前回いろいろ発表させていただいたのですが、言われております地震が

起こった時に一番減災に必要なのは、自主防災組織、地域の方のいわゆ

る自助共助の活動が一番必要であると思います。それはなぜかといいま

すと、発生直後に県や市の防災機関の援助はまず得られないということ

を前提において、それと、過去の阪神淡路大震災の教訓をみておりまし

ても、９８パーセントが隣近所の人、家族で助かっておるという前例が

ありますので、どうしても自主防災組織の活性化を図る必要があると考

えておりますけど、現実は、リーダー含めて組織の高齢化がいわれてお

ります。それと、今一番動いていただきたい人がまだ自分の生活のため

に仕事があるということで停滞しているというのが現状です。ただ、自

主防災組織というのはあくまでも自主的に活動するという組織でござい

ますけど、それにはどうしても限界がございますので、行政の方は自主

防災組織に対する支援、先程も話が出ておりましたとおり、補助金制度

とかいろいろございますが、私どもは小さな自治会でございますけど今

年は２０万円の購入でいただきまして、早速先日トランシーバーなどを

購入しまして、今度の２６日の訓練に活用したいというふうに考えてお

ります。これは大変ありがたいのですが、一番の問題は、肝心の防災倉

庫という高額なもの、今、四日市のコンテナで販売しておりますと中古

のコンテナで２０万、運送やら塗装など入れますと５０万ぐらいになり

ます。ちょっと小さな自治会では難しいかと思います。ただ、防災倉庫

を持っている自治会がたくさんありますけど、無いところもございます

ので、なんとか自主防災組織を活性化するために、もう少し行政の方か

ら強い指導をしてほしいと思います。何度か言いますが自主防災会の訓

練に消防は来てもらっていますが、本当にもっと指導してもらう、もっ

と行動と発言で示してもらうことをやっていただければということで、

後期基本計画の中にも前期に地域防災組織の強化となっていますけど、

まさしくそれは、自主防災組織の強化にありますのでその点をよろしく

お願いしたいということを申し上げたしだいですのでよろしくお願いい

たします。 

 

井上会長      ありがとうございました。豊田委員、佐々木委員ともに自主防災組織

につきましては、名前だけではないかということですが、行政の方で何

かございましたらお願いします。 
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市 長       ありがとうございました。まず、避難所とかあるいは自主防災組織と

しての備蓄倉庫とかそのあたりなんですが、今、備蓄品について危機管

理部に指示して全面的な見直しをかけております。どういうことかとい

いますと、旧市町村でいろんなものをいろんな形で備蓄してきたんです

が、その流れに沿って更新をしたりしています。たとえばアルファ米だ

とか水だとか、それがちょっとバラバラになっておるということがあっ

て、それを一回きちっと足りないところは補うという見直しと、加えて、

まさに、佐々木さんがおっしゃった場所なんです。どこへ置いておくか

ということがどうも、おっしゃるとおりその場しのぎといいますか、場

当たり的な判断がなされているようなので、もし置くところがない、あ

るいはきちっとしたところに置けないということであれば、そういうこ

とも含めて全面的に見直しをするように、そしてそれを地域防災計画の

資料編できちっと書くように今指示をしております。これは今年中にな

んとかできると思っております。その際、たまたま学校の場合はいわゆ

る留め置きというか返さないということになった場合に、学校で食料が

いるんではないかとかそのような話もありますので、今、学校防災の方

で避難所となる学校への防災力の強化ということで、たとえば発電機を

学校にもっと置いておくとかということを計画しております。これも９

月補正予算で出せるのではないかと思っておりまして、まず小学校へ行

って来年中学校へ行こうと考えております。ただ、波瀬の場合は、波瀬

小学校は統合の問題がありますので、波瀬はふれあい会館と波瀬小学校

跡等をどういうふうに災害時に使うかということを整理していただかな

いといけません。ちょっと地元と相談してなるべく早急にどっちをどう

使うかということを決めておかないといけないというふうに思っており

ます。その点は、支所長よろしくお願いいたします。それが１点です。 

          ２点目ですが、下川原橋のところがいつも波瀬川の水位の上昇という

ことでいつも大雨の時に話題になります。この間、名古屋に行ってきま

して、中部地方整備局、昔の中部地検の災害対策室に入っていきました

ら、あそこから下川原橋はいつも実況中継しています。つまり名古屋の

中部地整から下川原橋の今の状況というのが見えるわけです。今土嚢が

積みっぱなしになっていまして、その一つ一つの土嚢まできれいに見え

るようなライブカメラがついていましてよく見えています。したがって、
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中部地整の方で率直に災害対策の担当の部長に聞きましたけど、名古屋

から見ているわけですから、「こういうふうに気になる良く見ておかな

いといけないような川というのは中部地整の管内で他にありますか。」

と聞くと、「市長言いにくいけど、正直にいうと一番気になる川ですね。」

という答えが返ってくるという波瀬川とはそれぐらいのところなんです。

ですから、そこはちょっと今中部地整の三重河川国道工事事務所に話を

して、彼らも非常に的確に水位の状況とかを市役所に連絡してくれます

ので、それに基づいて避難勧告とか避難指示をなるべくシャープに、狼

少年にならないように、きちっと本当に災害の水位の状況を見て出すよ

うにしていますが、まだまだやることあると思います。河川そのものを

整備するとか、下流の方の香良洲に向けての雲出川を整備する。その辺

ありますので、これは大変ですけれどもずっと一生懸命やっていきます。

そして状況を個々に報告をしていきます。 

 

井上会長      ありがとうございました。それでは、中川委員お願いします。 

 

中川（正）委員   今、市長が言われましたが、とくに私は民生委員で、避難勧告が出る

と一人暮らしのところは「避難してください。」と歩くのですが、歩い

ているうちに水位が下がってくると判断が大変難しい。私は一志団地と

いう波瀬川の近くにおりますので水位の上がり下がりはわかるのですが、

携帯へメールで「大丈夫ですか。」という安否確認が入ってきて、「今

のところ大丈夫です。」と言うのですが、やはり河川の水位の判断が今

市長が言われたことが正しかったらいいのですが、まだまだ十分余裕が

あっても、先般の宇治みたいに思わぬ水でぐっとあがってくることもあ

りますので、私は今回言うのは、総合計画などで一志町の波瀬川を含め

た避難対策におけるものを総合計画の中にどう取り込んでいくかという

ことも大事なことだと思います。思わぬ時に水が増えてくる、先般の宇

治とか大阪のところなどの災害を見ていると大変だなと思いますので、

一つ総合計画の中で防災を強調したいなと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。では、斉藤委員お願いします。 

 

斉藤委員      みなさん、災害時に対しての心構えというのはみんな持ってみえると
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思いますが、特に私は波瀬の室の口に住んでいまして、いろいろ経験上

少し話したいと思っております。４年前に大きな災害があったのですが

それはひどかったです。それから去年３回避難勧告があって今年１回、

そして今、農協の旧の支所のところが避難場所ということで利用させて

いただいているんですが、つねに水が出る前から待機をしながら河川の

水位を見ながらこれだったら大丈夫というような形で、公民館の下の橋

のところの災害の水位を見て判断をしながら「これだったらまあまあい

いなあ。」という形でみなさんに告知、並びにいろいろ避難の注意をさ

せていただいているのですが、最近、大きな４年前の水害の後から、特

に室の口は老人が多くありまして、事前に子どもさんのところに自主的

に避難されることが多いです。家にみえることもありますが、ほとんど

少ないです。今度台風が来るとかそういうことが事前にわかっておりま

すので、先に団地の子どもさんのところから迎えにくるわけです。今ま

での４年前の大きな時は、床上と床下が４件４件ありました。本当にま

れですが、私も生まれて６０何年かおりますが初めてなぐらいです。あ

のような経験というのは思ってもみないようなことでしたが、災害は経

験してみないとわかりません。口でどれだけ騒いでいてもだめです。じ

かに経験してみなさんと協力しながらやったんですが、こんなこと言っ

たらみなさんに申し訳ないですが、役所の方へいろいろ打診はしました

けど何にも役に立ちませんでした。事実です。きれいに終わってから役

所の人が昼からみえました。どこが被害ですかと言われるような状態で

した。いきさつにはいろいろ苦労して全組集めまして陣頭指揮をとって

分配しながらパパッとしましたけど、あれは要領の問題で、できること

は事実です。防災組織があるようでなかってもやはりある程度の自治会

の暗黙の了解の組織があれば全部協力してもらってできると思います。

いろいろ団体とか組織がどうのこうのとか田舎の各自治会で担当がどう

のこうのとやってみえますがなんにも役に立ちません。やはり、いるメ

ンバーでいかにスムーズにやるかだけです。やはり、陣頭指揮者といい

ますか、今、市長が言われたように臨機応変にやれるかやれないかだけ

です。やはり、会長だからとか、役員だからとかいうのは関係ないと思

います。やはりいるメンバーで陣頭指揮をとろうと思ったらそれなりの

経験がないとなかなかできません。日頃の認識、経験のもとにパパッと

動けると思っております。それはどれだけ訓練しようが何をしようが難
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しいと思います。 

          また、いろいろなことにつきましても現実、経験した人間しかわかり

ませんので、もし何かありましたら聞いてもらったらと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。大市委員お願いします。 

 

大市委員      今、自主防災組織が形ばかりで上滑りしていると言われますが、私の

ところの例を言いますと、自主防災組織が自治会活動の中心的な仕事に

なっておりまして、私は５年自治会の仕事をしております。もう自治会

長もしましたが、今は、４自治会で活動しています。４自治会の連合で

昔の区会の形で総世帯数は五百数十軒ぐらいになりますが、アパートの

方とか間借りをしてみえる方には自治会費は半額で、この人達には無理

に活動まではいいませんが、四百数十軒は１戸建てその他で、自治会費

を正式にいただいております。その４自治会の連合で仕事をしておるわ

けなんですが、自治会のその組織は、初めに言いますと今の自主防災で

県内のコンクールがありますが、応募したことがありまして、尾鷲など

の先進地域には負けましてそこまではいきませんでしたが、ずっと年間

を通してやっていることは尾鷲とかの地域に比べても劣りはしないと思

っております。だいたい年間を通してやっております。どういう組織に

なっておるかというと、４自治会ありその内の一人が代表になっておる

わけですが、他に書記・会計がありまして私は書記で事務局を預かって

おりますが、役員が２０名ぐらいおりましてまず自主防災委員会という

のがあります。これは大きな委員会です。他にも委員会があります。こ

れは役員の中の話しです。ところが自主防災組織といたしましては、先

程言いました四百数十軒の方々、アパートの方々を除いて。この方々を

５つの班に分けております。例えば情報班とか、避難誘導班とか、消化

班とか、給食支援班とか、救出救護班とかいうことで５つの班に分けま

して全世帯そこへ入ってもらっています。これを作るのが大変な仕事で

ございまして、これはいつ作るかというとゴミゼロ運動の時、各組が集

まるのでその時に去年の自分の担当を見直しまして新しい組織を作りま

す。自主防災委員長とか全部集めまして、全世帯についてどんなふうに

変更したかということをパソコンを打ち直しまして作るのですが、そう

いうふうなものがございます。そして、年間そういう方々に出ていただ
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くのとしましては、今度は９月２日に予定しておりますが総合防災訓練

というのがあります。これはどこでもしていると思います。先日、そこ

の消防署に行きまして十数名は出てもらっておりますがと言われたので、

私びっくりしましたのですが、うちはだいたい四百数十人、子どもも入

れまして四百数十人は毎年出てくれています。４５０人ぐらいは集まり

まして、もちろん老人会、子ども会からも出てもらったりしています。

そして、話はあちこちしますが、例えば小渕病院さんにもごやっかいに

なっておりまして、お医者さん一人と６名の看護士さんが出てもらって

います。そういう形になったりして外部の人にもお願いしたりしている

わけですが、朝７時から始まりまして、このところ総合支所は防災無線

をしてくれませんので、自治会長が防災無線で呼びかけて９時から行動

を起こしてだいたい１１時半頃までずっとぶっ通しで炎天下で、先程言

いました５つの班のそれぞれの避難訓練をします。それで多くの方に参

加してもらっているわけです。これは目立ったのですが、後、年末には

防災講演会というのをしまして、市の方にも頼んだりしているわけです

が、そういうのをしておりまして大きな行事は２つです。それだと行事

的ではないかと言われますが、ずっと年間を通しまして、例えば、新し

い組長さんが次の組長さんに入れ替わる時には、消火器の点検及びホー

スの点検をして、それをもってきちっと揃っているかどうか、どこにど

ういうふうにあるか消火栓はどうかというその点検を各組ごとに交代時

にすることになっておりまして、報告書を出してもらっています。そん

なことをしています。それから、年間を通して、土地改良区の方にもお

願いして火事になった時の年間通水といいまして、ずっと家の間を通っ

ている川を冬になると冬枯れしないように水を通してもらって、各所各

所に土嚢とゴムが川底にひいてありまして、川底のゴムをぎゅっとめく

り上げて後ろへ土嚢を１０個ばかり掘り込んで水溜りができるようにし

ています。そこでホースの水を汲むということです。それも年間を通し

てやっています。それから、先程の消火器の点検は、組のだけではなし

に自主防災の委員会もしますので、だいたい年間２回ぐらい消火器の点

検をします。それで、古くなったものを防災訓練に使うことにしていま

す。今年は１４個使う予定にしています。他にもいろいろありますが以

上です。 
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井上会長      ありがとうございました。中川委員どうぞ。 

 

中川（正）委員   一つだけお願いしたいのですが、今度、美杉にゴミ処置施設ができる

ことで、矢頭山の方へ道が通ります。私が希望していることは、矢頭山

の周辺は旧一志町から有名でキャンプ場などもありますし、そこら辺り

の道を通っていくのだと思っていますが、周辺の整備についても市とし

てのお考え方から、審議委員会としてもそこら辺の拠点をどうしていく

かという考えも今後検討していかなければならないと思いますし、総合

計画の中に入れていくのか、それとも独自に計画していくのかという考

え方もあるかと思いますが、そこら辺りの市長さんのお考えをお帰りま

でにお聞ききしたかったので議題は飛びましたけどお願いしたいと思い

ます。 

 

市 長       一志美杉線ですが、矢頭トンネルが一番大きな事業で、県道ですが、

津市も中央負担分の半分を持って進めさせていただいております。これ

ができますとおっしゃるとおり矢頭の大杉のところなどには今までより

もはるかに行きやすくなりますので、観光客も行くようになる。それと

もう一つは、君ヶ野を全部回っていた車が波瀬の方から入っていくとい

うことで、それで今、室の口のバイパスも含めて精力的に進めておりま

すので、これは道路の骨格道路としてしっかりと位置付けをしていくと

いうことになります。これは、県・市共に一致をしておりますのでその

ように捉えていただければと思っております。 

それからすみません。もう出ないといけないのですが、災害に強いま

ちづくりはだいたい感じがわかりましたので、会長申し訳ないのですが、

農林業の活性化のところで特に市長がいる間にというご発言がありまし

たらお願いしたいと思います。 

 

井上会長      審議が遅れまして申し訳ございません。（３）の「農林業の活性化」

について、市長にお話したいことがございましたらお願いします。 

          田中さんお願いします。 

 

田中委員      田中です。私も認定農家で担い手の一人なんですが、年々高齢化して

きまして、後がなかなかできないというのが実態です。最終的には、こ
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こに書いていただいてあるように集落営農になっていくのがいいのかな

と思うのですけども、なかなか意見集約というのが難しいです。「おれ

のところは何でもいいんや。」「自分のところは運動がてらにするんや。」

というのが多いです。なかなか集落営農でやっていこうと思っても意見

集約というのはとても無理なので、何かいい知恵があったら教えていた

だきたいなと思います。 

 

市 長       農協さんの方では、その辺りこういうやり方がいいぞというようなお

薦めみたいなのは、全国的にみてもありませんか。 

 

田中委員      それがなかなかないんです。私は、農協の役員もしているのですが、

なかなかそこまで話が進んでいかないんです。農協で受託をしたらどう

やという話もあるんですが、なかなかそこまでいっていないのが実態で

す。 

          それと獣害対策なんですが、今年補助金もらって網を張ったんです。

網を張ったのはいいのですが、張ったところはいいですが次に入ってく

るんです。近い将来一志町全体に網を張らないといけなくなるのかなと

いうような状態なんです。現在、嘘だと思われるかわかりませんが高速

のところまできているんです。庄村にもいるんです。私のところの高速

の真下のところまで出てきているんです。なんとか数を減らすようなこ

とを考えてほしいなと思うんですが。 

 

市 長       獣害、非常に深刻でありまして、一番新しいデータが年間の津市の作

物の被害額が４,０００万円、今年の予算は４,６００万円ですから、被

害額以上の予算をかけているんですが田中さんおっしゃったような実情

なんです。下の方まで降りてきているというのはそのとおりで、上の方

で山の方で、もう一度鹿や猪や猿がそのまま住めるような環境を作った

らどうやという意見があるのですが、どうも多くの方のそれに対するご

意見は、「下でうまいものを食べているのに味をしめてしまったら戻っ

ていかないのではないやろか。」というようなことで、下に来ると殺さ

れるという、そういう恐怖心を植え付けないと戻って行ってくれないと

いうようなことで、柵だけでは限界があるのはおっしゃるとおりです。

先週も三重県に市長会で行って知事に、「県と市で獣害対策はどこから
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どこまでが県で、どこからどこまでが市・町やということはないので、

各市からこれだけやってほしいやってほしいということが出ている。こ

のうちどれでもいいので、どれを優先してでも何でもいいからやってほ

しい。」と言いました。とにかく、行政も獣害についてはできるだけの

ことはやろうと思っております。田中さんおっしゃるとおり、最初は個

体数調整、これはかわいそうと街の方は言われますけど、それ以上に増

えていますから減らすしかないということであります。生態系に絶対影

響がないような形で、十分にもっともっと減らすことができます。ただ、

今度はまた、猟友会にお願いをしましたら猟友会も高齢化しておって、

撃つ人がいないというようなことで、本当に難しいです。市長とか県会

議員が寄るたびに獣害の話になります。がんばります。 

 

斉藤委員      獣害の話ですが、私が住んでいる室の口は、一志町でも一番早くそれ

の対策、被害を経験しておりまして、みなさんにいろいろアプローチを

かけましたが、やはり何にも役に立ちませんでした。花火の支給から始

まってみなさんに協力してもらってやっておりましたが、それもできま

せんでした。やはり、これも先程の災害と一緒で経験しないとどれだけ

喚いていても笑うだけです。やはり目の前に猿、猪、鹿が常に毎日おり

ますので、仲良くはしておりますけど。そういう発想のもとで暮らして

おります。もう作ったものは食べられるのが当たり前という感じでやっ

ております。特に私の畑は、作ると私の畑のところにしか入らないので

す。隣近所は行かないで私の畑だけ根こそぎやられます。今でも。これ

はどういうふうなことかわかりませんが、これもずっと経験しながら自

治会の方にもみなさんにお伝えしながらやっておったんですが、だんだ

ん街場に下がってきまして、ようやく被害がわかった時にはもう遅いん

です。事実。室の口で食い止めておったらよかったのですが、みなさん

関心がなかったです。役所の方も何もありませんでした。 

 

井上会長      斉藤さん少しよろしいですか。 

市長におかれましては、ご多用の中ようこそご出席いただきました。

ありがとうございました。もっともっとご意見をお伺いしたかったので

すがお時間になりましたので、最後に一言よろしいでしょうか。 
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市 長       時間が無くて申し訳ございません。ただ、１時間１５分、いろいろ話

を聞かせていただきましたので、地域の実情大変よくわかりました。 

          それで、ここに書いていただいた３つのテーマについてはそれぞれお

考えをお示しいただきながら総合計画審議会会長への、「こういうこと

を総合計画の中へきちっと書くように。」という指示でもあり、「書い

てほしい。」という依頼でもあり、そういうことを書いていただくのだ

と思うのですが、それに加えて、今日帰る前にお願いしていきたいのは、

大きな一志の姿です。冒頭に申し上げたように、本当に合併して新しい

津市をみんなで作りましょうという時に、「このようなことを考えてお

ったのだけど、まだまだこういうところができていないぞ。」とか、「こ

ういうところはできてきたけれども、もう一つこれだ。」というような

大きな話を少し前段のところで書いていただきたいのです。そうすると

総合計画審議会の方でも、「一志についてはこういうようなことができ

てきて、まだ、こういう地域課題がある。これをこういうふうにしっか

りやっていく。」と。それで例えば、とことめについてはこうですよ。

災害に強いまちづくりについてはこうですよ。あるいは農林業の活性化

についてはこうですよ。という話になるかと思います。これは、一志の

方々でないと書けない部分でありますので、ぜひ、地域審議会発で書い

ていただくと、総合計画担当のラインもおりますので、受け止めをしや

すいかなと思っております。ぜひよろしくお願いいたします。今日は大

変お世話になりありがとうございました。引き続きよろしくお願いいた

します。 

 

井上会長      事務局の方何かございますか。継続してよろしいですか。 

 

地域振興課長    先程意見が出かかっていましたので、もう少し続けていただいて結構

です。 

 

井上会長      それでは、斉藤さん引き続きお願いします。 

 

斉藤委員      獣害の方ですが、もう市長帰られましたけど、市長や議員さんに会う

たびいろいろ言っておるんですが、補助率の問題ですけれども、網とか

いろいろやりますがやはり面積の問題で公的な補助がないということで
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す。大きな単位では不可能だと思います。個々の小さい面積をいかに自

分達で守るかというしか方法がないです。それに対して少しでも補助が

あれば、半額でなくても、一割二割程度でも結構ですのでそういう形で

予算化をしてもらうと気休めにでもなるのかなと思っております。特に

老人の憩いといいますか、ちょっとした小さい田畑を耕しながらそれで

癒してみえる方が多いです。それでありながらそこに作ったらすぐに根

こそぎ猿・猪にみんな食べられると、気持ちの問題でまいると思うんで

す。老人対策というか、やはり老人福祉的なところへ予算をひっくるめ

て、縦割りではなくてそういう方のところへも精神面においての援助も

必要なのではないかと思っています。 

 

井上会長      ありがとうございました。田中委員どうぞ。 

 

田中委員      補助金の話が出たので言わせてもらいますと、補助金に関して、５反

以上２軒以上というのが条件なんです。ところが、我々担い手になって

くると一箇所で５反以上あるのがたくさんあるんです。１軒だけで補助

金をもらおうとするとあかんというわけです。他のところでも言ったこ

とはあるのですが、そういうところを考えてほしいなと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。大市委員お願いします。 

 

大市委員      獣害対策なのですが、私は先日、隣の三重中央で獣害対策の会議があ

りまして、そうしたらものすごい人数でした。満員の人数で、ちょうど

獣害対策の業者さんもいくつか来てもらっていまして、熱気をみた話を

聞かせてもらってきたのですが、先程もいろいろ出されている中で、や

はり鹿・猪などにつきましては、特に鹿は食用化することをもっと進め

てほしいと思います。今「ココ一番」が鹿肉を出したとか、県の補助で

もう少し前に鹿肉の料理講習会があったそうです。私の家内が行ってい

ましたので言うのですが、そういうようなことで、もう少しこれをどん

どんと広めていただいて、そうするとこれは料理になるんではないかと

いうことで、せっかくの命ですから捨ててしまうとか、しまつに困ると

いうことではなしに、何か津市全体ぐらいで大きな鹿肉の講習等をして

もらうといいのではないかと思います。 
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          それから次、上の方の認定農家、集酪営農の話なんですが、みなさん

ご存知かどうか知りませんが、私のところの自宅に松阪牛の大農場が２

軒あります。松阪牛といいますと松阪市内とみなさん思ってみえますが、

確か、雲出川と櫛田川でしたかその間で飼っている牛はみんな松阪牛な

んです。ということで、大変大きな松阪牛の牧場の家が２軒ありまして、

案外知れ渡っておりませんので、これを一志町のまちおこしというか宣

伝にも使えるのではないかと思っております。この頃は非常に大規模な

機械を持って人を雇ったりして向上的にやってみえるので、そういうこ

とも知っておいてほしいと思います。 

 

井上会長      ありがとうございました。農業の活性化について他によろしいですか。 

 

地域振興課長    私も、最近嬉野の島田の方を日曜日に通っておったのですが、耕作者

の方全員が出られて、ぐるりを全部網を張ってみえるのを見ました。お

そらく、個人で獣害対策を対応することは無理だと思います。 

 

田中委員      嬉野の島田の網は、何という事業かは忘れましたが国の事業に乗っか

っています。それで全額補助なんです。一志町では無理なんではないか

と思います。室の口が話に乗りかけたというのをちらっと聞きましたが、

なかなかまとまらなかったということです。 

 

斉藤委員      獣害対策で後処理の問題ですが、私も猟友会に入って波瀬の猟友会は

積極的にしてもらいながら後処理のこともやってもらっているのですが、

後処理の限界といいますか、獲ることはいいのですが処理が満杯なんで

す。適当な肉だけを獲っておいて処分する。その処分の仕方もいろいろ

あるんですが、おおざっぱな処分の仕方です。県、国などにも聞いては

おるんですが、役所は獲れ獲ればかりで処理のことは何にも考えてくれ

ていません。獲ったら猟友会に全部お任せです。後処理まで全部問題が

残らないようになんとかしてくれと言われます。そんなことでは、これ

からの将来的な問題が解決できません。牛や豚の処理は厳密な規約はあ

ると思いますが、もう少し柔らかい組織というか規約にしておいて、そ

ういうところへ協力をしていただいて気楽なやり方、後処理のやり方を

してはどうかなと思います。私も研究をしながら応援をもらっているの
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ですが、なんにも雛形がないので、国も県も市も補助を出すからなんと

かしておいてくれというようなことですので、もう少し具体的に国、県、

市も勉強していただいて、これに対してみんなが協力するというような

雛形を作っていただかないとだんだん後追いの対策ばかりで処理はほと

んど手付かずになってしまいます。一部、カヤに入れたりということも

ありますが、それは一時的なものだと思います。私も自分で血抜きしな

がら皮を剥いてして友達などに分けているのですが、１回はいいですが

２回３回もは続きません。物珍しいときはいいですが何度もは続きませ

ん。もらい手が少ないです。やはり、豚とか牛のような調子にはいかな

いです。もう少し、後処理の施設などの充実をしてほしいと思います。

やはり被害が多いところを元にやっていただかないとだんだん猟友会も

嫌気がさしてきます。そして、役所の方にいつも言うのですが、役所の

方に先発で猟友会に入っていただきたいと思います。そうすると現場の

ことも良くわかりますし、認定といいますか命令でしてほしいと思いま

す。仕事をしながら猟友会の仕事もするという発想でないとうまくいか

ないと思います。特に一志の山奥は獣害に対して問題を抱えております

のでなるべく早く解決していただきたいと思います。 

 

水本課長      獣害に対しましていろいろご意見をいただいているわけですが、制度

の状況といいますか今の制度について少しご説明をさせていただいて、

ご理解をいただきたいと思います。まず、市長も申し上げておりました

固体調整でございますが、昨年の実績としましては一志町で１５４頭で

ございます。もちろんこれは猟友会さんの実績でございます。市全体で

みますと２,９００頭あまり、ほとんど鹿の数でございます。それに対し

て固体の調整の数量に合わせまして、猿ですと２万５千円、オス鹿で５

千円、メス鹿で１万円、それから本年度から新たに猪の捕獲につきまし

ても５千円、このような制度でございまして、これも猟友会中心にご協

力をいただいておるところでございます。また、電気柵の関係ですが、

昨年の実績で申し上げますと、事業費で約２００万程度でございまして、

補助率は２分の１でございますので、補助金でいきますと１００万程度

でございます。そして６箇所施工いただいたところでございます。それ

から電気柵の交付用件のお話もいただきました。原則的には１ヘクター

ルで農家２名ということでございますが、中山間地域におきましては０．



- 27 - 

５ヘクタールで施工を可能ということでお願いをしておるところでござ

いますが、私の方からは現行の制度のみご説明をさせていただいて、ま

た、地域審議会においてご意見をいただければと思っております。 

 

井上委員      それでは最後に全体的なことについてみなさん何かご意見がございま

したらお願いしたいと思います。 

 

前川委員      前川でございます。災害に強いまちづくりに自主防災組織というのが

ありますが、これは私が所属する自治会も自主防災をやっております。

火災中心のいろいろな訓練ということが多いのですけれども、今一番全

国的には地震ということがいわれております。それで地震に対して、過

去に大地震が起こったところはどういうふうになるかというのはテレビ

とか他のメディアでもよく放送されますのでわかってみえると思うので

すが、そうしたらここら辺はどうなるんだとかいうのは、あまり具体的

にわかっていないということでございます。それで、幸いと言ってはい

けませんけれども、昭和１９年、終戦間近に大きな地震がこの地方を襲

っておるわけですが、政府関係からは情報が出ておらないといったこと

です。そこで起こるとこうなるよということが、長老の経験といいます

か、なけなしの記録とかいったものがあれば、そういったものを一冊の

冊子にして、各戸に配るということをしてもらえば、どういった災害が

起こるんだということが具体的にわかってくるのではないかと思いまし

て、ぜひそういった災害状況の掘り起こしということをやってもらいた

いなと思います。 

          それからもう一つは、河川の氾濫のことなんですが、この田尻地区の

ところで何回も避難勧告が出ておるんですが、小学校に上がっていく道

の付近、あそこが一番危険なところなんですが、あそこの道路の高さが

２１メーターぐらいなんです。この役所の高さが約１７メーターという

ことですから、ここで４メーターぐらいの差があるということで、あそ

こが切れますとほとんど田尻がどんどん水びたしになるのではないかと

思っています。そういったことで、あそこを管理していただいているの

は、市長さんもおっしゃってましたけれども国土交通省が管理されてい

ると思いますけれども、どういったふうな防災対策を持っておられるの

かということも具体的に地域住民に知らせてもらって、どういった対策
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をやっていく計画があるというようなことも、知らせてもらいたいなと

思っております。 

 

井上会長      ありがとうございました。他に全体的なご意見がありましたらお願い

します。 

 

中川副会長     防災対策なんですが、昼間人口と夜人口というものがあります。それ

は各地域の自主防災組織はとらえているのかなと思います。私は大井な

んですが、大井小学校の生徒が５０人おるんですが、昼間は地域の住民

が１００人と生徒が５０人、それから夜になると５０人いないわけです。

今ある自主防災は子どもたちがいない時の自主防災になっています。例

えば、小学校ですと登っていくところがいずれも崩れた場合は、まず先

に自分達の身を守ってから上へあがるということになるんですが、やは

り自主防災組織そのものは、昼間人口と夜人口というのを考えた上で、

地域と学校と、学校に関しては学校にいる時と通学途上と家に帰ってか

らと、そこら辺も含めて自主防災組織というものを組織していただけれ

ばと思います。 

 

井上会長      ありがとうございます。では大市委員お願いします。 

 

大市委員      自主防災組織のところで言い忘れたのですが、課題が２つぐらいある

と思います。１つはやはり予算の関係で、こちらの代表から何度か市の

方に掛け合ってくれていると思うのですが、防災組織１つに対して補助

ということになっておりますから、そこは規模の大小がありますからも

う少し考えてほしいという話が１つ。それから２つめは、誰もおっしゃ

いませんでしたけれど、災害時要支援者の方々の名簿を作るという話が

あります。これには、先程から出ております自助共助で、隣同士の助け

合いなんですが、名簿を作るところについては、どうしてもつきあたる

ところが個人情報の保護ということでいろいろ問題になってきます。こ

の２つをうまくどうやっていくかということが問題になるかと思います。

これはどこでも悩んでいると思います。津の方全体ではこれを作ってい

る途中ということでございますが、去年は新聞に、どのような状況かと

いうような様子がでました。こちらの方でも災害時要援護者の数を１つ



- 29 - 

の班が組長さんが中心になりまして、ずっと全部回って何人みえるかと

いうことを調べたりします。ですが個人情報の保護ということで、「う

ちは調べていらない。」という家もありますのでこれが問題になるかと

思います。  

 

中川（正）委員   今、大市委員が言われましたように、要援護者の問題は地域ネットワ

ークの馬場さんの方である程度把握されていて、それに自治会が乗って

いくということ。そして福祉課の方では民生委員が調査するという、二

通りの状況であってそこが一本化されていないので、大市委員が言われ

るようなことが起こっているのではなかろうかという疑問点があるとい

うことです。 

 

井上会長      ありがとうございました。他にございませんか。佐々木委員お願いし

ます。 

 

佐々木委員     いただきましたこの紙の３番と４番の関係でみますと大きな問題で今

一番考える必要があるのは、社会経済情勢の変化というのは人口減少、

少子高齢化対策の急激な進行にあると思います。これに伴って地域課題

は過疎対策があると思います。大きな問題です。そして農林業の活性化

も、獣害対策はまた別ですが、農林業の活性化というのはまさしく過疎

対策の一環でございます。津市の場合をみてみますと、過疎地に指定を

受けておりますのは旧美杉地域、一志はまだ指定はされておりませんけ

ど、今の現在の情勢からみますと近い将来には準過疎地域、もしくは過

疎地に近づくような常態になっていくことは間違いございませんので、

地域自立促進法に見習うような対策を市としてもしなければいけないと

思います。それからそれぞれ各地域でも考える時期になってきているの

ではないかと考えます。私は波瀬でございますが、私の所属する自治会

長の話によりますと、これは自治会の枠を超えて有識者を含めて協議会

を作っていくといった話もちらっと出ておりますので、例えば全国的に

いろいろまちおこしには取り組んでおります。インターネットを見てお

りますといろいろ出ておりまして、移住対策もありますし、農園付の住

宅を無償で貸し付けて新規住民の受け入れとか、それと当一志の場合は

各地区いろいろと自然の環境を持っておりますし特産物も持っておりま
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すので、そこらを活用して観光地としてする。それから人口増加も考え

ていく必要があると思いますので、市の方としてもそういった考えで縦

割りの行政でなくしてプロジェクト的に各地域を指導していただければ

いいと思います。波瀬の場合をみますと、矢頭山の話がよく出てまいり

ましたが、先程の市長の話を聞いておりますと、今、矢頭山は道路が狭

い関係がございまして、なにか広い道路が付くようなことを言われまし

たので、絶好の場所だと思います。矢頭山は１年に２回ぐらい登ってお

ります。津市には経ヶ峰とか錫杖ヶ岳がございますがある意味四季を問

わない、中宮のキャンプ場と近くの山を持ったところはあまりございま

せんが、私は何度か登りますが、他の人と会ったことはこれまで一度も

ございません。ただ、インターネットをみておりますと矢頭山へ行った

記録はよく出てきますので、知った人はたくさんいると思います。非常

に道路は整備されておりまして、ちょっときつい山で、下山が急ですが

上から下までロープがひっぱってございますので、私９月にまた前の職

場のグループで登るつもりでおります。そういったことも含めて、過疎

対策を進めていく必要があると考えます。 

 

井上会長      ありがとうございました。たくさんの意見をいただきましてありがと

うございました。それでは、この１の総合計画に対する意見、提言につ

いて終わりたいと思います。 

          次、事項２のその他に移りたいと思いますが、事務局から何かござい

せんか。 

 

地域振興課長    今回特にございません。今回、ご審議いただきました内容をまとめま

して「津市総合計画後期基本計画の策定に係る意見・提言について」と

いう事で一志地区地域審議会から津市総合計画審議会に意見として上

げていきたいと思います。事務局の方で今日いただいた意見、３つのテ

ーマを含めて、先程市長が申しておりました一志の姿、将来の大きな姿

を上げて、今日の３つあたりを対に書いてまとめさせていただいて、近

いうちにご確認をいただいて、会長さんの方から上げていただくという

スケジュールでいきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

井上会長       ありがとうございます。結構です。それではみなさんよろしいでしょ
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うか。 

それでは、他にないようですので、これをもちまして第４回一志地区

地域審議会を終わります。ありがとうございました。 

 


